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ジュニアシー トを車の座席角度

に合わせて、15度 前後に傾け

ます。上の図のように本書をジュ

ニアシー トの背もたれに合わせ

ます。赤いラインが垂直になつ

たら、約15度の角度です。

インターネット上に有児コミュニティを開観しています

コンピ株式会社
製品にお気付きの点がこざしヽましたら、

コンシユーマープラザ (CustOmer Service Center)ま でご連絡くださしヽ。

コンシユーマープラザ(Custorner Service Center)
〒339‐0025 埼 玉県岩槻市釣上新田271

TEL(048)797-1000  FAX(048)798‐ 6109

コンシユーマープラザ(Customer SeNice Center)/西 日本担当

〒5500014 大 阪府大阪市西区北堀江1+18

TEL(06)6536-0456  FAX(06)6536-4468
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取り付けたときの、正
しい角度の目安として
お使いください。

コンビ ジュエアシート

プリムキッズEG KS口358
プリムキッズS KS‐298

取扱説明書

●お子さまの安全のため、こ使用前に必す本書を読み、

十分こ理解のうえ、記載された内容に従しヽ正しくお使

いくださしヽ。

● 34ペ ージの品質保証書の欄に必要事項をこ記入くださしヽ。

●本書は、ジュニアシー ト座面部の側面ポケットに保管し

てください。(12ペ ージ参照)

各
す
。
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お便いいただけるお子さまの条件

本製品は、お子さまの成長に含わせて3段階の使いか

たができます。

S t e p l
体重9kg以 上～18k目 以下のお

子さま

(参考年齢 1才 ころ～4才 ころ)

身長フ5cm～ 100cm程 度のお

子さま

車のシー トベル トをシール ドに通し

て使用します。

S t e p 2
体重 15k宮 以上～25kg以 下の

お子さま

(参考年齢 3才 ころ～7才 ころ)

身長100Cm～ 120cm程 度の

お子さま

シールドをはすし、車のシートベル

トを背もたれのベルトガイドとアー

ムレストの下に通して使用します。

S t e p 5
体重22kg以 上～36k宮 以下の

お子さま

(参考年齢 6才 ころ～11才 ころ)

身長 120cm～ 145cm程 度の

お子さま

背もたれを|よすし、座画部にシート
ベルトを通して使用します。
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このたびは、コンビジュニアシー トをお買い上げしヽただ

き、ありがとうこざいました。こ使用の前に、この取扱説

明書をよくお読みのうえ、正しくお使いください。

ロジュエアシートは、交通事故などの場合にお子さまの傷 日

日害を軽減することを目的としており、必すしも事故から 日
日お子さまを無傷で守るものではありません。      日

3点式シー トベル ト専用

●シー トベル トの長さが極端

●進行方向に対して模向き

または後向きのl lA席.

●シー トベル トの取り付け幅

が38cm未 満の場合。

●パッシブシー トベル トのF■

用。(オートマチックシート
ヘルト)

ドアを閉めると、自動的に

シー トベル トを装着してくれ

る装置。とくに輸入車に多

●エアノミック装備の座席。

サイドエアパッグのみの車

には使用できます。

●座画の凹凸が極端で、取り

付けたときに不安定になる

座席。

●獅端な llケットシー ト.

(座面の中央

が極端にへこ

ん で い る 座

席)

●シール ドのベル トガイ ドの

位置よりも前方向からシー

トベル トが出てしヽる座席。

融優程諮花録合格bぞ奮据暮松声 腰ベサャト
●3点式シー トベル トとは一図

のように、腰ベル トの左右と

肩ベル トの3点で体を支える

シートベルトのこと。

※2点式シー トベル ト装備の座席、エアパッグ装備の座席など、「取

り付けできない座席」では、使用しないでください。

取り付けできない座席

次の条件のしヽすれか]つでもあてはまる場合は、その座席ではお

使いしヽただけません。

● 2点式シー トベル トの座席.● シー トベル トの付いていな

ジュエアシートは、前座席 ・後座席ともに取り付けられます

が、より安全な後座席への取り付けをおすすめいたします。

また、前座席へ取り付ける場合には、安全性を高めるため、

車のシートを後にスライドさせてのこ使用をおすすめします。

3

しヽ。
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ここに示した注意事項と、お子さま、車の座席の条件は、ジュニ

アシートとしての機能を発揮させて、安全に正しくお使しヽしヽただ

くためのものです。「危険」、「警告」、「注意」の表示は、これらの

注意事項が守られなかった場合に予想される、危書 損 害の、切
迫度や大きさにより区分したもので、大変重要な内容です。必す
お守りくださしヽ。

次のような使いかたは、ジュニアシー トが本来の機能をはた

さす、危険をまねくおそれがあります

次のような使いかたは、ジュエアシートが本来の機能をはた

さす、危険をまねくおそれがあります

●お子さまを車内に]人で放置しないで

くださしヽ。日差しの強しヽ日などには車

内の温度が高くなり、お子さまが脱水

症状になるおそれがありまするまた予

期せぬ事故のもととなります。必す保

護者が同乗して使用してくださしヽ。

●衝突事故や製品を落下させたときな

ど、]度 でも靖い衝撃を受けた場合

は、外見上の破損がなくても絶対に使

用しないてください。

●お子さまとシール ドの間に大人の指よ

り大きなすき間をあけて取り付けなしヽ

でください。衝突時などにお子さまが

飛び出すおそれがあります。

●お子さまがジュ

エアシー トの上

で立ったり、中

腰になつたり、

正座をしないよ

うにしてくださ

しヽ。

ださい。

r                        ■

l                l
L                        J

●シール ド使用時は、シー トベル トのバックルをはすした後、

シール ドを強く引き上げて脱出させてくださしヽ。

●使用条件に適

合しないお子

さま 座 席な

どでは使用し

なしヽでくださ

い 。

●取扱説明書と

おりにしつか悠
りと取 り付け

できないとき

よ、使用しない町

●エア八ッグ装備の座用で

はジュエアシー トを使用
しないでくださしヽ。衝突

時、エアバッグの作動に

より大きな衝撃を受け、

危険です。エアバッグの

装備されてしヽない座席で

使用してください。

6

表 示 表示の内容

△ 危険
誤つた取り扱しヽをすると、人が死亡または重傷を

負う危険が切迫して生じることが想定される内容
です。

△警告
誤つた取り扱しヽをすると、人が死亡または重傷を

負う可制生が想定される内容です。

△ 注意
誤つた取り扱しヽをすると、人が傷害を負つたり、

物的損害が起こる可能性があります。

でくださしヽ。
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●シートベルトをたるんだ状

態で使用しないでくださ

い。衝突時など

にお子さまが飛

び出すおそれ

や、ベル トが首

に巻きつき、窒

息するおそれが

あります。

●シール ドをフラップのみで

取り付けないでくださしヽ。

必すシー ト
ベル トを使

用して取り

付けてくだ

さい。

●チャイル ドシー ト固定機能

付きシー トベル トの場合、

固定機能を働かせなしヽでく

ださしヽ。お

子さまが締

め つ け ら

れ、胸が圧

迫 さ れ ま

す。 ( P 8 参

照)

●車のシートベルト

に傷がある場合

は、その座席に取

り付けなしヽでくだ執
砂

次のような使いかたは、同案している方やお子さまに、危険を

まねくおそれがあります

●シフトL/7ミーやパーキングブ

車のシー トベル トの種類により、取り付けかたが異なります。

シー トベル トの種類と特徴
(ジュニアシートは3点式のみでこ便用いただけます)

シートベルトの種揺 取り付け上の注意点

●EL日付きシートベ

)レト
ELRと は緊急
ロック式ベル ト

巻き取り装置の
ことです。

通常は、ゆつくりと引く

とベル トが自由に出入
りし、急ブレーキや衝突
などの衝撃を感知した
ときだけ固定機能が働
き、ベルトが固定される
シートベルトです。

ジュニアシー

トは、 2点 式
シー トベル ト
では、使用で
きません。

●A/ELR付 きシー

トンペ)レト
(チャイル ドシー

ト固定機能付き
シートベルト)
A/ E L日とはALR

として使用できる
ELR巻き取り装置
のことです。

通常は、ELRベルトとし

て機能しますが、ベルト

を全部引き出すとEL日

機能が解除され、ベルト
を戻すと自動的にロッ

クされるシー トベル ト

です。また、ベル トをす
べて戻 したときには
ELR機能に戻ります。

シー トベル ト
を全部引き出
すと危険です。
ベル トを一度
戻してチヤイ
ル ドシー ト回
定機能を解除
してください。

●ALR付 きシー ト
ベ) レト
A L R と は自動
ロック式巻き取り

装置のことです。

ベル トを引き出す途中
で止めるとロックさ

れ、それ以上引き出さ

れなくなるシー トベル

トです。

使用できませ
ん。

●NL日付きシートベ

)レト
NL日とは非ロック

式巻き取り装置の

ことです。

ロック機能のなしヽ巻き

取り装置のことで、任

意の位置で長さ調節し

て使用します。

ジュエアシー

トに合わせて
シー トベル ト
の長さを調整
し、固定して
ください。●マ ニ ュ ア ル 式

シー トベル ト
巻き取り装置の付いて

しヽないシー トベル トの
ことです。

※シー トベル トの種類が不明な場合は、こ使用の車の取扱説明書を

ご覧ください。

8

●お子さまが座つていないと

きでも、ジュエアシー ト|よ

必すシー トベル トで取り付

けてください。急ブレーキ

をかけたときなど、車内に

転がり、運転の妨|ザとなる

ことがあります。

レーキなど

の操作に支

障をきたす

場合は、後

座席に取 り

付けてくだ

さしヽ。

●2ド アや3ド

席に人が乗

る 場 合 に

よ、助手席

には取 り付

|ナないで く

フ  だ
さし`°

Ｘ
蘇
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●通常の椅子として使用しな

しヽでくださしヽ。座面と背も

たれが固定されていなしヽの

で、転倒するおそれがあり

ます。

●風雨にさらさなしヽでくださ

しヽ。

●固定されてしヽなしヽ物を車内

に置かなしヽでくださしヽ。急

ブレーキや衝突時にお子さ

まなどに当たるおそれがあ

ります。

●シー トクッションをはすし

たまま使用しなしヽでくだ

さしヽ。また、本製品以外

のものと取り替えたりし

なしヽでくださしヽ。(安全性

能に影響を与えるおそれ

があります)

●組み立てたジュエアシート

を運ぶときは、座面部から

背もたれがはすれることの

ないよう、しっかりと支え

てくださしヽ。

背もたれ、または座画部だ

けを持ち上げると、はすれ

て落ちます。

●直接日光が当たると、本体

やシー トベル トの差込金具

などが熱くなり、やけどを

するおそれがあります。お

子さまを座らせる前に各部

にさわり、やけどをしなしヽ

ことを確認してから使用し

てくださしヽ。

●ジユエアシートを改造した

り、本書に記載されていな

しヽ取り扱しヽをしないでくだ

さしヽ。

●背もたれのみでは、使用し

なしヽでくださしヽ。

●車の座席にクッション、座

ぶとんなどを敷いたままで

取り付けないでくださしヽ。

※
ケ雫キ

●走行中|よ、各部の操作や調

整をしなしヽでくださしヽ。

●車のシー トの可動部やドア

に挟まないように、十分注

意してくださしヽ。

9
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こ使用になる前に

品がそろつてしヽることを確認してくだ

シール ド……     ]

取扱説明書(本書)  ]

調節パッド   … ………]

△
警
告

組み立てたジュニアシートを運なヽときは、座面部から背もた

れ力Hますれることのないよう、しつかりと支えてください。

1 座
画部の差込穴に背もたれの下端を合わせる。

背もたれの下端を差込穴に差し込みながら、首もたれが垂

直になるまで立てる。(『ガリッ』と音がするまで立てる)
※座画部のシートクッションをはさまないでください。

背もたれを前後に押して、背もたれの下端が確実に接続

されていることを確かめる。

●ヘッドレスト

●首もたね

●アームレスト

●座面部

●ストツパー

ベル トガイ ド

助アンカー

置
使
用
に
な
る
前
に

置
便
用
に
な
る
前
に

2

3

●取扱説明書

シーサレド

●ベルトガイド

●フラップ

幌縦(署'端)くこ
~  禾

じ召シヨツク
エッグショックパッド

を年うとき|よヽ声■年         ▼ ブうう彗9
れクッションをはす

ッグショックしヽヘツニヒ不L密比         幸 チじト

孝予て紀衰鼎塁客Pポ 冊        '弛ン

11



車の座席のヘッドレストが取りはすせる場合は、取り
はすしてください。
車の座席の形状などにより、取り付けできなしヽ場合があります。

3、4ページをご覧くださしヽ。

●エアパッグが装備された座席ではジュニアシートを使用し

ないでください。衝突時、エアパッグの作動により大きな

辺買 首墓を豊i」「落浪署す:」土アテミすみあ桑格苦痕をふ恋ふ甚

岳:|・骨言帰昌常言督fFとをご忌言客z雇さ伝ン暴笑呂軽&磐
はたさす大変危険です。

△ 12ドア、3ドア車で後座席に人が乗車する場笥よ、助手席に
はジュエアシートを取り付けないでください。緊急時の脱出

の妨げになります。

ジュエアシー トを前向きに車の座席に日く。

シー トベル トの肩
ベル トの高さ位置
が調節できる場合

は、下に下げます。

前向き r

(車の走行方向)

車の座席がリクライエングできる場合は、立てた状態で使用

嘗1巻裏晶穫裂館規麗壇思た唾響君評理澪
ム軸などの

ジュエアシートの背もたれと車の座席の間のすき間が、できるだ

け小さくなるように調節してくださしヽ。

車の座席角度に台わせて、15° 前後の傾きで使用してくだ

さい。

角度を確かめるときは、本書裏表紙の角度チェッカーをご利

用ください。
また、Step3で 使用する場合にも、車の背もたれを15°前

後の傾きに調節してください。

15°

<Step]、 Step2で 使用する場合>

<Step3で 使用する場合>

1 3 1 4



便いかた

1夢ワ推騨鯖製

補助アンカーは、ジユエアシー トのズレを抑えるためのもので

す。これによりお子さまを安全に保護するものではありません。

ジュエアシートは、シートベルトを締めていない状態では不安定

です。保護者の方の補助なしでお子さまが1人で座られると、車

の座席からすれ落ちたり倒れたりするおそれがあります。必す保

護者の方がジユエアシー トに座らせてください。

お子さまを、ジユエアシートに深く座らせてください。

△
背もたれと座面の間に衣服を挟むおそれがあります。注意し

てください。

使
い
か
た

２
使
い
か
た

座面部 ・前端のス トッ

パーをはすし(1)、補

助アンカーを引き出す

( 2 ) 。

3署紀療唇留層需朝身亨
カーを差し込む。

4ラ2隅 弓こ吾
け、ス トッパーを押さ

えながらヒモを2本 ま

とめて引き、ロツクす

る。

△
警
告

お子さまを図のように座らせると、ジユエアシー トが本来

の機能をはたさす、危険です。

●お子さまが、体を左右  ・ 中腰 正 座 立 てひざな

どちらかに傾けて座つ  ど をする。

ている。

●のけぞる、前かがみに

1 5 1 6



便いかた

●サイドサポー トは、内側に2段階倒すことができます。

お子さまが寝られて頭が傾しヽ

たときには、内側に1段倒し

てお使しヽくださしヽ。

2段 目は、高さ調節をすると

きに使しヽます。

(1段目)

体重9kg以 上～18k宮以下のお子さま

(参考年齢 1才 ころ～4才 ころ)

身長フ5cm～ 100cm程 度のお子さま

車のシー トベル ト

をシール ドに通し

て使用します。

Stepl

便
い
か
た

△
注
意

高さ調節位置より内側

には倒さないでくださ

い。

高さ調節(ベル トガイ ド位置)

サイドサポー トを高さ調節位置(2段目)まで倒します。
ロックがはすれてヘッドレストが上下に動きます。

位置を含わせたら、サイドサポー トを開いてください。
ヘッドレストがロックします。ヘッドレストが上下に動
かなしヽことを確認してくださしヽ。

お子さまの体格に合わせて、高さを調節します。

ベル トガイドを、お子さまの肩の高さよりも、少し上の位

り
汁
０
０

ヨ

△
危
険

03点 式シー トベル トの座席に取り付けてください。2点

式シー トベル トの座席には、便用しないでください。

●お子さまが座っていないときでも、ジュニアシー トは必
すシートベル トで取り付けてください。急ブレーキをか

けたときなど、車内に転がり、運転の妨げとなることが

あります。

△
・X所掛筈に肇染丁嬰軽魯堺揺盤翠

。

昌|:暑雪き言:3笙‖【[督[「景景骨造岳骨景][]魯督

●チャイルドシート固定機能付きシートベルトの場合、固
定機能を働かせないでください。
お子さまが締め付けられ、胸が圧迫されます。(詳しく
は、8ページをご覧ください。)

をあけて取り付けないでください。衝突時などにお子さ
まが飛び出すおそれがあります。

●シールドをフラップのみで取り付けないでください。必
すシートベル トを使用して取り付けてください。

1 7 1 8



Stepl

4
差込金具を『カチッ』と

言がするまでしつかり

とパ ックルに差 し込

む。1 合みじ掛覇畳ご學
る。

ヘツド
レスト

5祢 ど遵 ミ謀盈
調節し、ねじれがない

ことを確認する。

ねじれ

り
付
０
０

コ

切
一
０
●

コ

2著存告ぶ雪サ讐号写堪
面フアスナーで取り付

ける。
このときお子さまと

シール ドの間に大人の

指より大きなすき間が

できないようにする。

3雷盆首丁経食|け卜を署
ベル トを2枚 合わせて

シール ドのベル トガイ

ドに通す。

ベルトガイド

△
注
意

●お子さまの体重が9kg
～1 2kgの場合には座画

部とシー トクッション

の間に調節パッドを入

れてください。

1 2kgを超えたら、はす

してご使用ください。

●シールドを使用しないとき

は、フラップの端を内側に

折りたたんで保管してくだ

さい。

画ファスナー

1 9 20



Stepl

取り付けが終わつたら、ジュエアシートが正しく取り付けられて

しヽるか、次のことを確認してくださしヽ。

体重 15kg以 上～25k宮以下のお子さま

(参考年齢 3才 ころ～フ才ころ)

身長100cm～ 120cm程 度のお子さま

シールドをはすし、車のシートベルトを背もたれのベ

ルトガイドとアームレストの下に通し使用します。

り
古
０
０

コ

●お子さまとシール ド

の間に、大人の指よ

り大きなすき間がな

いこと。

●シー トベル トに

ねじれやたるみ

がないこと。

●シー トベル トの

肩ベル トと腰ペ

ル トの両方が、

シール ドのベル

トガイドを通つ

ていること。

●差込金具が、パッ

クルにしつわ`りと

差し込まれてしヽる

こと。

背もたれの角度

が1 5°前後であ

ること。

子さまのあ こ

とシール ド上面

が3 c rn以上ある

こと。

できるだけ車の座

席とジユニアシー

トの間のすき間を

小さくすること。

切
一
〇
０
的

△
危
険

●3点式シー トベル トの座席に取り付けてください。2点

式シートベル トの座席には、使用しないでください。

●お子さまが座っていないときでも、ジュニアシー トは必
すシートベル トで取り付けてください。急ブレーキをか
けたときなど、車内に転がり、運転の妨げとなることが
あります。

△
整
星
Ｈ

これらの項目をチェックし、しつかりと取り付けら

れていなしヽ場合は、再調節してくださしヽ。それでも

しつかりと取り付けられない場合は、その座席では

使用しなしヽでください。本来の機能をはたさす、危

険をまねくおそれがあります。

●チャイルドシー ト固定機能付きシー トベル トの場合、国
定機能を働かせないでくださしヽ.

辺ゝ|  お 子さまが締め付けられ、胸が圧迫されます(、(詳しく

喜|・受;穐l璽鑓釜岳堀眺戦ヽ
●車のシートベル トに傷がある場合は、その座席に取り付

けないでください。
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Step2

必す腰ベル トがお子さまの腰骨にかかるように締める)

取り付けが終わつたら、ジュエアシー トが正しく取り付けられて

しヽるわ`、次のことを確認してくださしヽ。

肩ベル トが、お子さまの肩よりも少し高い位置を通つてしヽ

ることを確認する(肩ベル トがお子さまの肩よりも下から出

ている場合には、「ヘッドレストの使しヽかた」(1フページ)を

こ覧になり、ベル トガイ ドの高さを調節してください。ま

たこのとき、肩ベル トがお子さまの首にあたらないよう、

十分注意してください)

●シートベルトがベル

トガイドを通つてい

ること。

●肩ベル トがお子

さまの肩わ`らは

すれたり、首に

当たつた りして

いないこと。

●調節パ ッ ド
がはすれて
いること。

●シー トベル トがお

子さまの腰目を押
さえていること。

できるだけ車の

座席とジュエア

シー トの間のす

き間を小さくす

ること。

シー トベル トに

ねじれやたるみ

がないこと。

差込金臭が、

ブヽックルにしっ

かりと差し込ま

れてしヽること。

の
キ
０
０
問

2
り
付

０
い

差込金具を反対側の

アームレストの下側に

通し、Fカチッ』と音が

するまで、しつかりと

バックルに差し込む。

シー トベル トに、ねじれやたるみがなしヽことを確認する

●シートベルト(肩ベルト・腰ベルト)がアームレストの下

を通つていること。

△
茎
屋
Ｈ

これらの項目をチェックし、しつかりと取り付けら

れていなしヽ場合|よ、再調節してくださしヽ。それでも

しつかりと取り付けられなしヽ場合|よ、その座席で|よ

使用しなしヽでください。本来の機能を|よたさす、危

険をまねくおそれがあります。
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体重22kg以 上～36k宮未満のお子さま

(参考年齢 6才 ころ～11才 ころ)

身長120cm～ 145cm程 度のお子さま

背もたれをはすし、座画部にシートベルトを通して使

用 します。

1 背もたれを後ろに倒す。 2 背もたれを、差し込み

穴から引き抜く。

はすさないでくださしヽ。

1 座
画部を座席に置き、その上にお子さまを座らせる。

2                     口豊量墨具を
「カチッ」と音がするまで、しつかりとバックルに差し込
む。肩ベルトをお子さまの肩にかける。

り
付
０
０
ω

り
付
０
０
ω

背もたれをはすして使用する場合は、車の座席のヘッドレストを

△
危
険

●3点式シートベルトの座席に取り付けてください。2点式

シー トベルトの座席には、使用しないでください。

●お子さまが座つていないときでも、ジュニアシー トは必

すシー トベルトで取り付けてください。急ブレーキをか

けたときなど、車内に転がり、運転の妨げとなることが

あります。

喜|:皆言j全告R科骨書蟹戦魯場盛秘者

●チャイルドシー ト固定機能付きシー トベルトの場合、□

定機能を働かせないでください。

けないでください。
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Step3

3 シー トベル トの肩ベル トの高さ位置が調節できる場合

は、お子さまの肩にかかるように調節する。

※図のようにシートベルトがお子さまの肩にわ`からない場合、

ジュエアシートを左右に5cm程 度の範囲で移動してくださ

い。 シートの形状によりすらせない場合があります。

シー トベル トにたるみがないように長さを調節し、ねじ

れがないことを確認する。

紀宮幼`O

取り付けが終わつたら、ジュエアシートが正しく取り付けられて

しヽるか、次のことを確認してくださしヽ。

●肩ベル トがお子さま

の 肩 か らはす れ た

り、首に当た ,た り

していないこと。

●シー トベル トがお

子さまの腰目を!甲

さえていること。

●調節パ ッ ド

がはすれて

いること。

車の座席のヘッド

レス トがはすされ

てしヽないこと

シーート′ミ)レトが

お子さまの体に

密着していて、ね

じれやたるみが

なしヽこと。

込金具が、バッ

クルにしつかりと

差し込まれている

こと。

4

切
汁
０
０
ω

り
汁
０
０
ω

●シートベルト(肩ベルト腰ベルト)がアームレストの下を通つ

ていること。

2フ 28



Step3

これらの項目をチェックし、しつかりと取り付けられていな

い場合は、再調節してください。それでもしつかりと取り付

けられない場合は、その座席では使用しないでください。本

来の機能をはたさす、危険をまねくおそれがあります。

シートクッションの取りはすしかた

1 ど暑岳てヌ看算鋼 「

2

3

座画部底面のホック、

後中央のゴムフック、

後端のゴムひもをはす
し、クッションを取り
はすす。

背もたれ背面のホック
を4カ 所はすしてクッ
ションを取りはすし、
ヘッドレス トクッショ
ンも2カ 所のホックを
はすしてから取りはす

す。(EGタ イプ|よヘッ
ドレス トクッションか
ら、エ ッグシ ョック
パッドも取りはすして
くださしヽ)

シール ドはベル トガイ
ド上面2カ所のフックを
はすしてから取りはす
す。

ホツク ゴ ムフック

′エツグシヨツクパツド

0(選
ヽ

ヘッドレ
ス トクッ
ション

お
手
入
れ
の
し
か
た

4

の
一
〇
Ｏ
ω

ホック もたれ
ッシヨン

入れのしかた

こんなときには

ショルダーベルトが市にllかったり、肩からはすイlるとさ

座面部をシー トの中央から、左右どちらかによせて取

り付けてみてくださしヽ。

座面部が斜めにならす、5om程 度の範囲であれば支障

はありません。

5cm程 度

29



お手入れのしかた

●背もたれ

シートクッションの洗いかた

シートクッションを洗濯するときには、次のことを守つてくだ
さしヽ。
※エッグショックパッドは洗濯できません。

※蛍光増白剤を含まなしヽ洗剤を使用してください。

米プリムキッズEGを 洗濯3る 場合は、必すエックン]ッ ク

パッドを取りはすしてください,

本体のお手入れのしかた

通常は、かたく絞つた布で水lSlきしてくださしヽ。汚れがひどしヽ場

合は、中性洗剤を水で薄めた液で汚れを落としてから水8 きヽし、

日陰で乾燥させてくださしヽ。

△ 1中 性洗斉Jを原液で使用したり、ガソリン、ベンジンなど有
機溶剤の使用はおやめください。本体を傷めるおそれがあ
り、危険です。

エッグショッ
パッド  ＼
(EGのみ)ク①

お
手
入
れ
の
し
か
た

お
手
入
れ
の
し
か
た

ヘッドレス ト
クッション

●シール ド

シートクッションの取り付けかた

1夢ワず当9基ぶ寓乙岩:雇名坊幹ラと丁火デ
lFと
夏ド

クッシヨンのポケットにエッグショックパッドを入れる)

25r罫公3電堪どぁ星
フアスナー、ゴムフック、フッ

液温は30℃ を上

限として手洗いし

てください。

漂白斉」は使用しな
いでくださしヽ。

アイロン掛けはし

ないでくださしヽ。

手絞りの場合は弱
く、洗濯機脱水の

場合は短時間で

巨文宣及至〕
!雷烹標巷官Fり ぅ

が残ることがあり
ます。

国陰で平干しして

ください。

●座面部
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お手入れのしかた

●本体

長期間使用しないときは、車から降ろし、風通しが良く、お子

さまの手の届かない場所に保管してくださしヽ。

●取扱説明書

取扱説明書(本書)は、よくお読みのうえ、座面部の側面ポケット

に入れ保管してください。

製 品 ズ :(VV)440× (D)460× (H)760mm

製 品 質 星 : ・本体・…52K宮 (EC)

・本体・…5.lkg(3)

。本体…ポリエテレン

●シール ド…発泡ポリプロピレン

イ

体サ
琳

お
手
入
れ
の
し
か
由
一
Ｅ
Ｔ
ｍ仕
様

質材
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